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【研究活動の要約】 

(可能な限り府民目線で､分かりやすく簡潔に御記入ください⊃ )

｢日本と中国の古典演劇の比較研究｣という研究テーマは､文学部日本 .中国文学科で近年推進して

きたものであり､これまでにも二回シンポジウムを開き､またその内容をさらにわかりやすく解説した

書籍の出版などを通して､その成果を一般府民に公開してきたo今回の特別研究では､これまでの日本

の能楽と中国の畠曲という比較研究の対象をさらに広げて､日本の狂言と中国の古典演劇全体における

狂言的演劇要素全般について考察することを目的としたものであるoすでに昨年度の研究によって､課

題となる事柄の概要を見通しており､今年度は内部研究者間の検討会や外部分担者とのメール等による

緊密な協議を行った上で､三月に狂言と昆曲を実演するシンポジウムを開催して成果を検証したo

【研究活動の成果】

上記の要約に記したように､本研究は日本の狂言と中国の古典演劇の中でも良曲との比較を行ったo

研究分担者が､まずそれぞれ前年度に行った研究成果を検証した上で､その問題意識に基づいて日本演

劇､中国演劇､そして西洋演劇の視点をも交えて総合的な研究を行ったo｢笑い｣の要素を帯びた演劇

のあり方について､改めて双方の演劇史における問題点がより明確になったことを踏まえて､その ｢笑

い｣を生み出すさまざまな ｢しぐさ｣の分析の必要性が明らかになったoさらに狂言の実演者からの実

際の舞台での上演における問題提起も行われたo

それぞれの演劇における役者の実際的な動きと演出の関連性や､長時間の演劇の中での緊張と弛緩の

調和の取り方､｢しぐさ｣とともに歌われる歌の効果といった問題が明瞭になってきたのであるo

こうした成果に基づいて､今年度の研究の目玉とも言 うべきシンポジウムを 3月 11日に金剛能楽堂

で開催したoこれは 2008年に行った､能と昆曲を実際に能舞台で上演して比較検証するという､極

めてユニークな試みの続編とも言えるものであり､中国からも専門の役者を招き､｢笑い｣と ｢しぐさ｣

をテーマに設定して､研究成果を検証するとともに､その成果を広く公開するものとなったo

【研究成果の還元】 
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